
Ⅰ．履 修

1．科目選択の注意

（１）修士課程修了要件

本研究科修士課程に２年以上在学し（ただし、４年を超えて在学することはできない）、所要の授業科目について 30 単位

以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の審査および試験（口頭試問）に合格した者に対して、「修士

（国際コミュニケーション学）」を授与します。

（２）博士後期課程修了要件

３年以上在学し（ただし、６年を超えて在学することはできない）、所定の単位を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上

で、博士学位論文の審査および試験を受け、これに合格した者に、「博士（国際コミュニケーション学）」を授与します。

（３）本研究科の設置科目

本研究科に設置される科目の種類は以下のとおりです。

学科目配当および担当者は、６．講義要項の学科目配当表で確認してください。

課 程 科目の種別

修士課程 修士論文

研究指導

演習

講義科目 基礎科目

専門科目

関連科目

博士課程 博士論文

研究指導（コア科目）

インデペンデントスタディー

セミナー科目 セミナーA

セミナーB

（４）学科目選択にあたって

当研究科の学科目は、すべて半期（春学期・秋学期）科目（２単位）とし、春学期もしくは秋学期に開講します。

１．履修科目の選択、論文の作成及び研究一般については、指導教員の指示に従ってください。

２．毎学期の始めに、その学期において履修する科目を選択し、指定された期日に科目登録を行ってください。

３．指導教員の指示があった際は、所定の科目の他、他研究科または他箇所の設置科目も合わせて履修してください。

４．科目登録していない科目の聴講は認められません。聴講した場合も、単位は付与しません。

５．各学年を通じ、すでに単位を修得した同一科目の再履修は原則認めません。

６．不合格となった科目の再履修は可能です。

７．科目の選択にあたっては、時間割（曜日と時限）が同一時間に重ならないように注意してください。



2．科目履修

●修士課程の科目履修について

〔履修モデル〕

年次 学期 研究

指導

演習

科目

基礎

科目

専門

科目

関連

科目

登録制限

単位数

１
第１学期 ― ２単位 ４単位

以上
６単位

～

18 単位

０単位

～

12 単位

14 単位

第２学期 ― ２単位 14 単位

２
第３学期 ― ２単位 14 単位

第４学期 ― ２単位 14 単位

最低必要修得単位数 ８単位 ４単位 ６単位 ------

修了要件 ３０単位以上

（１）GSICCS 設置科目

≪研究指導≫

① 入学時に決定した指導教員が担当する研究指導を履修してください。

② 研究指導を受けることは修了要件であり、成績評価の対象となりますが、修了単位としては計上しません。

③ 延長生となった場合、修士論文の最終試験に合格するまで履修する必要があります。

≪演 習≫

① 入学時に決定した指導教員が担当する演習科目の履修を必須としています。

② 演習Ⅰ、Ⅱとも各学期２単位、在学中に計８単位修得してください。

③ 研究活動上、指導教員以外が担当する演習の履修を希望する学生に対し、指導教員および受講を希望する演習科

目の担当教員の許可を得られた場合のみ、履修を認めます。ただし、指導教員以外の演習科目で修得した単位は、

「自由科目」扱いとなり、修了に必要な単位には算入しません。

≪基礎科目≫

① ２科目（４単位）を選択し履修してください。

② 基礎科目は、各学期４単位を上限とし、年間８単位を超えて履修することはできません。

③ 基礎科目は、６単位まで修了単位として算入することができます。

６単位を超えて履修した場合は、「自由科目」となり、超過分の単位は、修了に必要な単位として算入できません。

④ 1年次に２科目（４単位）を履修し、修得することを推奨します。

≪専門科目≫

① 専門科目は、所属する Study Plan より、３科目６単位以上を履修してください。

② ①の６単位以外は、他の Study Plan の科目からも選択履修することができます。

③ 専門科目は、１８単位まで修了単位として算入することができます。

１８単位を超えて履修した場合は、「自由科目」となり、超過分の単位は、修了に必要な単位として算入できません。

④ 専門科目で科目担当教員が変更となった場合は、すでに合格した科目であっても再度履修が認める場合がありま

す。その場合は、科目登録時に案内を行います。



≪関連科目≫

より実践的なコミュニケーション・スキルの習得を目的としている「関連科目」は、履修の制限は設けていません。ただし、

修了に必要な単位への算入は、最大 12 単位までです。

なお、以下の２科目は、原則として前提となる科目を前学期までに履修し、かつ単位を修得していなければ履修できま

せん。ただし、初回の授業（ガイダンス）に出席し、担当教員の承認を得た場合、例外的に履修を認める場合があります。

前提となる科目 科目名

Introduction to Interpreting Intermediate Interpreting

Intermediate Interpreting Advanced Interpreting

≪自由科目≫

修了要件とは関係なく履修する科目であり、修得した単位は、修了に必要な単位に算入されません。

自由科目となる科目は以下のとおりです。

① 所定単位（６単位）を超えて履修する場合の「基礎科目」

② 指導教員以外が担当する演習科目

③ 大学院全学共通設置科目を除く、グローバルエデュケーションセンターの設置科目

④ 日本語教育研究センター設置の外国人留学生対象の日本語科目

（２）他箇所・他機関で修得した単位取扱いについて

≪他機関・他箇所履修の種類≫

A．入学前取得単位

本研究科に正規学生として入学する前に、国際教養学部の学生が先取り履修制度を利用して、または本研究科科目

等履修生として修得した単位は、10 単位を限度として、修了に必要な単位として認定されます。（入学時に申請が必要）

B．入学前取得単位（GSICCS 以外の大学院）

本研究科に正規学生として入学する前に、早稲田大学の大学院（他研究科）または他大学の大学院において、正規学

生または科目等履修生として修得した単位は、入学時の本人の申請に基づき審査し、10 単位を限度として、修了に必要

な単位として認定されます。（入学時に申請が必要）

C．海外留学（交換留学・私費留学）

本研究科在籍中に、外国の大学またはこれに相当する高等教育機関に１学年または１学期相当期間在学し、その際に

修得した単位を、最大 10 単位を限度として、修了必要単位として算入をすることができます。なお、本研究科在籍中に海

外留学に行く場合は申請の上、事前に研究科運営委員会の許可を得る必要があります。

Ｄ．大学院全学共通設置科目

「大学院全学共通設置科目」の履修により修得した単位は、10 単位を限度として、修了に必要な単位として認定され

ます。なお、10 単位を超えた場合は、超えた分の単位を自由科目として扱います。（科目登録時に申請が必要）

Ｅ．他研究科提供科目

各研究科が「大学院全学共通設置科目」以外に他研究科生の履修を許可している科目を履修し修得した単位は、10

単位を限度として、修了必要単位として認定されます。なお、10 単位を超えて当該科目の単位を修得した場合は、自由

科目として扱います。（科目登録時に申請が必要）



F．国際教養学部設置科目

指導教員の履修指導において、研究上必要と認められた場合に限り、「国際教養学部科目」を履修することを認める。

研究科が指定した科目を履修した場合、８単位を限度として、修了必要単位として認定されます。（科目登録時に申請

が必要）。なお、８単位を超えて当該科目の単位を修得した場合は、自由科目として扱います。

※A～Fの各種別で修得した単位は、合計 15 単位まで修了必要単位に算入することができます。

詳細は、≪他機関・他箇所で修得した単位の認定≫を参照。

G．他箇所設置科目

早稲田大学の各箇所（グローバルエデュケーションセンター、日本語教育研究センター等）がオープン科目を中心に

提供する科目のうち、大学院学生の履修が認められる科目については、自由科目として取扱い、修得した単位は修了

に必要単位に充当できません。

≪他機関・他箇所で修得した単位の認定≫

他機関・他箇所修得単位は、以下のとおり取り扱います。

種別 区分 算入上限単位数 認定方法

A 入学前取得単位

（GSICCS科目等履修生）

本研究科入学前に本研究科で先

取り履修制度または本研究科科

目等履修生として修得した単位

10 単位

本研究科入学時に指導教

員の許可を得た科目につ

いて研究科運営委員会が

承認します。B 入学前取得単位

（GSICCS以外の大学院）

本研究科入学前に本学他研究科

または他大学（外国の大学を含

む）研究科で正規生または科目等

履修生として修得した単位

10 単位

10

単

位

15

単

位
C 海外留学（交換留学・私費

留学）

在学中の留学により他大学研究

科で修得した単位
10 単位

帰国後に、指導教員の許

可を得た科目について、研

究科運営委員会が承認し

ます。

D

E

大学院全学共通設置科目・

他研究科提供科目

本学の大学院全学共通設置科

目、他研究科が履修を認める科

目を履修し修得した単位

10 単位

所定の期間に指導教員の

許可を得た科目について、

修了単位として認めます。

F 国際教養学部設置科目 国際教養学部設置科目を履修し

修得した単位
８

単位

G 他箇所設置科目 他箇所設置科目を履修し修得した

単位

修了必要単位には算

入されません。

計 15 単位以内

※D 大学院全学共通設置科目・E 他研究科提供科目のうち、修了必要単位への算入を希望しない科目（自由科目扱い）に

ついては、履修制限は設けていません。



●博士後期課程の科目履修について

〔履修モデル〕

年次 学期 研究指導

（コア研究）

インデペンデント

スタディー

セミナーＡ セミナーＢ

１
第１学期 ―

２科目

選択必修

２科目

（４単位）

選択必修

２科目

（４単位）

選択必修

第２学期 ―

２
第３学期 ―

第４学期 ―

３
第５学期 ―

第６学期 ―

最低必要修得単位数 ４単位 ４単位

≪研究指導（コア研究）≫

① 入学時に決定した指導教員が担当する研究指導（コア研究）を履修してください。

② 研究指導を受けることは修了要件であり、成績評価の対象となりますが、単位としては計上しません。

③ 延長生となった場合も、博士学位論文の最終試験に合格するまで履修する必要があります。

≪インデペンデントスタディー≫

① 指導教員以外が担当する２科目を、原則として第 4 学期までに履修してください。

② インデペンデントスタディーは成績評価の対象とするが、単位としては計上されません。

≪セミナーＡ≫

２科目（４単位）を選択必修科目として履修してください。

≪セミナーＢ≫

２科目（４単位）を選択必修科目として履修してください。

≪修士課程設置科目≫・≪大学院全学共通設置科目≫・≪他研究科提供科目≫

指導教員の履修指導において、研究上必要と認められた場合に限り、これらの科目を履修することができます。ただし、

修得した単位は修了に必要な単位に算入されません。

≪自由科目≫

修了要件とは、関係なく履修する科目です。これらの科目で修得した単位は、修了要件単位には算入されません。

自由科目となる科目は以下のとおりです。

① 大学院全学共通設置科目を除く、グローバルエデュケーションセンターの設置科目

② 日本語教育研究センター設置の外国人留学生対象の日本語科目



3 成績評価と GPA

（１）成績評価について

成績評価をＡ＋，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｐ，Ｎ，Ｇ，Ｑで表示しており、これらに対応する点数および合否は以下の一覧のとおりです。

成績通知書

成績照会画面の表示
Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ Ｐ Ｎ Ｇ Ｑ

成績証明書 Ａ＋ Ａ Ｂ Ｃ Ｐ 記載無し

合否 合格
認定

(合格)
不合格

点数
100～

90

89～

80

79～

70

69～

60
― ―

59～

0
―

備考 ―

研究指導、

修士論文、

インデペンデント

スタディー、

博士論文のみ

入学前修

得単位の

認定時

のみ

―

研究指導、

修士論文、

インデペンデント

スタディー、

博士論文のみ

（２）成績の通知・発表

成績は、MyWaseda の成績照会にて通知します。在学中の成績を全て記載していますので、確認のうえ、次学期の科目登録を

行ってください。成績発表は、春学期は９月上旬、秋学期は３月上旬にそれぞれ行います。

（３）GPA（Grade Point Average）

① 対象科目

修了算入対象科目として登録した科目が対象となります。ただし、研究指導、修士論文、インデペンデントスタディー、

博士論文および認定科目「Ｎ」は GPA計算の対象から除外されます。

② 計算式

科目の成績評価に対して Grade Point と呼ばれる換算値（A+は４点、A は３点、B は２点、C は１点、不合格(G)は０

点）が決められています。それぞれの「科目の単位数」と「成績評価の Grade Point」の積の総和を「総登録単位数」で

割って、スコア化したものが GPA（Grade Point Average）です。総登録単位数には、不合格科目の単位も含まれます。

これを式で表すと、次のようになります。

③ GPAの通知・証明

GPAは、MyWasedaの成績照会に記載されます。また、GPA対象科目の成績およびGPAが記載された「GPA証明

書」を発行します。なお「成績証明書」には、GPAは記載されません。

(A+修得単位数×4) + (A修得単位数×3) + (B 修得単位数×2) + (C 修得単位数×1) + (不合格科目単位数×0)

総登録単位数（不合格科目を含む）

※GPAは、小数第２位まで表示します。（小数第３位は、四捨五入とします。）


